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結果

携帯電話とインターネットを利用し、より早く欲し

い本を検索し、購入することができるシステムに
ついて検討し、提案した。
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背景・目的

 IT社会になった現在でも、本というものの重要性は以前
と変わっていない。

 人々はより新しい知識や情報を得るために本を買い求めて
いる。

書店に足を運んでも在庫がない。探す時間がない。

オンライン書店では今すぐに手に入れるということは難
しい。

携帯電話を利用したより早く欲しい本を検索、購入

することができるシステムについて検討し、提案を

行う 3



本の購入方法の変化

書店

コンビニエンスストアの登場

インターネットの普及

オンライン書店の登場
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本の購入方法の現状－①

コンビニエンスストア

 店舗で実際に商品として置かれている本は売れ筋の文庫本、
雑誌やコミックスなど限定されている。

 インターネットを通じて注文することによりコンビニエンススト
アでも様々なジャンルの本を購入できる。

 店舗数の多さ、２４時間営業である。

深夜でも本を購入することができる。
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本の購入方法の現状－②

オンライン書店（丸善・アマゾン）

 本を書店に買いにいく時間がない場合や、買いに行くのが
面倒な場合に便利である。

 本の在庫状況がインターネットでわかるようになっている。

 即日発送などの便利なものがあるにしても、書店のように欲
しいと思ったときにすぐ手に入れるのは難しい。
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丸善オンライン書店検索画面

出所：丸善書店
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本の購入方法の現状－③

書店
 本の内容を実際にみることができる。

 気に入った本がすぐに手に入る。

 検索用PCの導入により、本の検索が容易になった。

ＭＡＰ・書棚番号の表示

 営業時間が２４時間でない書店は本を購入できない時間帯
が発生してしまう。
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本の購入方法の利点と問題点

営業時間 送料 閲覧 入手時間 在庫確認

コンビニエンスストア ◎ ○ ○ ○ △

オンライン書店 ◎ △ △ △ ◎

書店 △ ◎ ◎ ◎ △
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携帯電話を利用した本の検索・購入方法

既存のサービス（書店在庫一括検索サイト）

本の検索（紀伊國屋書店、旭屋書店、ジュンク堂書店、丸善の4書店のみ）

 書名・ＩＳＢＮ・著者・出版社など

 検索地域

書店の在庫の有無
 検索地域の書店の在庫状況のみ

出所：書店在庫一括検索サイト
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携帯電話を利用した本の検索・購入方法

提案のサービス

本の検索

 書名・ＩＳＢＮ・著者・出版社など

 位置情報（ＧＰＳ）

 時間

検索結果

 現在地付近の書店とオンライン書店の在庫の有無

 書店までの所要時間、交通費、営業時間など

 オンライン書店の配達予定時間、送料など

書店と
オンライン書店の
比較が可能
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個人の状態情報を入力



利用者
タイトル入力
位置情報（GPS,住所,駅名）入力

在庫情報
収集

最適書店決
定

情報入力
インターフェース

情報提供

A書店 B書店 C書店

書店

D書店 E書店 F書店

オンライン書店

書店検索結果

オンライン書店検索
結果

①

②

③
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検索結果画面

 最適な書店を利用者に提示し、書店とオンライン書店の二通りの
書店を提示する。

 書店では価格、交通費、合計金額、所要時間、営業時間などを入れる。

 オンライン書店では価格、送料、到着予定時間、合計金額などを入れる。
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在庫 ６冊
価格 1,680\           
交通費 270\              
合計 1,950\           

所要時間 ０時間４５分
営業時間 １０時～２１時

在庫 ８冊
価格 1,680\           
送料 380\              
合計 2,060\           

到着予定 ８時間３０分後

書店-A書店

オンライン書店-D書店



購入方法の比較・考察
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購入方法の比較

 提案購入方法はオンライン書店、書店の両方を選択することができる。

営業時間、送料、閲覧、入手時間、在庫確認

 二つの利点を持った検索・購入方法→それぞれの欠点を補える。

営業時
間

送料 閲覧 品揃え
入手時
間

在庫確
認

コンビニエンス
ストア ◎ ○ ○ × ○ △

オンライン書店 ◎ △ △ ◎ △ ◎

書店 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △

提案購入方法 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎



まとめ

既存の購入方法をサーベイ調査し、その利点と問題点
を明らかにすることができた。

欲しい本をより早く検索・購入するためのシステムを既
存の検索サイトを利用し、購入方法の問題点をカバーし、
利点を活かした携帯電話とインターネットを使った本検
索サービスの検討、提案をすることができた。
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今後の課題

実際に本を購入し、それぞれの購入方法が実際に手に
入れるまでどれほど時間がかかるのか比較し、どの購入
方法がより早く手に入れることができるのか立証していく。

今回提案で終わってしまった検索・購入方法のシステム
を構築し、運用・実装を行い、より早く簡単に欲しい本を
購入することができるかを検討していくことが今後の課
題である。

 書店、オンライン書店の情報収集をインターフェース共通化
（ＷｅｂＡＰＩ）
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以上で発表を終わります。

御清聴ありがとうございました。

質問等があればお願いします。
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